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番号 資料名  提供元 

① ＩＴＵ関連「世界無線通信会議(WRC)準備会合

（CPM07-2）の結果」について 

 総務省 

② ICAO 標準化と改定の動向 

【SSR モード S信号関連】 

 独立行政法人 

電子航法研究所 

③ ＡＤＳ－Ｂを巡る主要国の動向  国土交通省航空局 

④ SSR 信号関連国内動向 

【SSR モード S信号関連国内調査研究等】 

 独立行政法人 

電子航法研究所 

⑤ ＶＨＦ帯無線電話のナロー化の動向  国土交通省航空局 
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①
ＩＴ
Ｕ
関
連

「
世

界
無

線
通

信
会

議
(W

R
C
)準

備
会

合
（
C
P
M
0
7
-
2
）
の

結
果

」
に
つ
い
て

①
IM

T-
20

00
の
高
度
化
及
び

IM
T-

A
dv

an
ce

dに
関
す
る
検
討
（
議
題

1.
4）

②
2.

5G
H

z帯
の
宇
宙
業
務
と
地
上
業
務
と
の
共
用
（
議
題

1.
9）

③
地
球
探
査
衛
星
業
務
（
能
動
）
等
へ
の
追
加
分
配
（
議
題

1.
3）

④
地
球
探
査
衛
星
業
務
（
受
動
）
と
能
動
業
務
の
両
立
性
（
議
題

1.
2,

1.
20

）

⑤
航
空
用
テ
レ
メ
ト
リ
へ
の
周
波
数
追
加
分
配
（
議
題

1.
5,

1.
6）

⑥
短
波
帯
の
分
配
の
見
直
し
（
議
題

1.
13

）
、
等

①
IM

T-
20

00
の
高
度
化
及
び

IM
T-

A
dv

an
ce

dに
関
す
る
検
討
（
議
題

1.
4）

②
2.

5G
H

z帯
の
宇
宙
業
務
と
地
上
業
務
と
の
共
用
（
議
題

1.
9）

③
地
球
探
査
衛
星
業
務
（
能
動
）
等
へ
の
追
加
分
配
（
議
題

1.
3）

④
地
球
探
査
衛
星
業
務
（
受
動
）
と
能
動
業
務
の
両
立
性
（
議
題

1.
2,

1.
20

）

⑤
航
空
用
テ
レ
メ
ト
リ
へ
の
周
波
数
追
加
分
配
（
議
題

1.
5,

1.
6）

⑥
短
波
帯
の
分
配
の
見
直
し
（
議
題

1.
13

）
、
等

主
要
検
討
事
項

主
要
検
討
事
項

日
時
・
場
所
：

20
07

年
2月

19
日
（
月
）
～

3月
2日

（
金
）
、
ス
イ
ス
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）

目
的

：
W

R
C

-0
7の

議
題
ご
と
に
、
各
研
究
委
員
会
（
S

G
）
で
作
成
さ
れ
た
原
案
を
も
と
に
、
解
決
策
と
し
て

取
り
得
る
複
数
の
選
択
肢
（
例
：
分
配
候
補
帯
域
な
ど
）
を
取
り
ま
と
め
る
。

参
加

者
：

94
か

国
、

2地
域
機
関
（A

PT
等

）
、

14
国
際
機
関

(IC
A

O
, W

M
O
等

)か
ら
約

90
0名

が
参
加
。

（
我
が
国
か
ら
は

46
名
が
参
加
）

日
時
・
場
所
：

20
07

年
2月

19
日
（
月
）
～

3月
2日

（
金
）
、
ス
イ
ス
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）

目
的

：
W

R
C

-0
7の

議
題
ご
と
に
、
各
研
究
委
員
会
（
S

G
）
で
作
成
さ
れ
た
原
案
を
も
と
に
、
解
決
策
と
し
て

取
り
得
る
複
数
の
選
択
肢
（
例
：
分
配
候
補
帯
域
な
ど
）
を
取
り
ま
と
め
る
。

参
加

者
：

94
か

国
、

2地
域
機
関
（A

PT
等

）
、

14
国
際
機
関

(IC
A

O
, W

M
O
等

)か
ら
約

90
0名

が
参
加
。

（
我
が
国
か
ら
は

46
名
が
参
加
）

C
PM

07
C

PM
07

-- 22
会
合
概
要

会
合
概
要

今
会
合
で
作
成
し
た
選
択
肢
を
踏
ま
え
、

W
R

C
-0

7（
20

07
年

10
月

22
日
（
月
）
～

11
月

16
日
（
金
）
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
に
お
い
て
、
無

線
通
信
規
則

(R
R

)の
改
正
等
が
行
わ
れ
る
。

今
会
合
で
作
成
し
た
選
択
肢
を
踏
ま
え
、

W
R

C
-0

7（
20

07
年

10
月

22
日
（
月
）
～

11
月

16
日
（
金
）
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
に
お
い
て
、
無

線
通
信
規
則

(R
R

)の
改
正
等
が
行
わ
れ
る
。

今
後
の
予
定

今
後
の
予
定

資
料
添
付

9



W
R
C
-
0
7
に

向
け

た
主

な
会

合
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

会
合

名

A
P

T会
合

3
/
1
-3
/
3

1
1
/
30
-
12
/
5 2
/1
3
-1
6

A
P
G
2
0
0
7
-
2

（
ﾊ
ﾞﾝ
ｺ
ｸ
）

A
P
G
2
0
0
7
-
3

(ｸ
ｱ
ﾗ
ﾙ
ﾝ
ﾌ
ﾟｰ
ﾙ
）

IT
U
・
W

R
C

関
連
会
合

2
/
1
9
-
3
/
2

7
月

1
6
-
21
日

A
P
G
2
0
0
7
-
5

（
ﾌ
ﾟｻ
ﾝ
）

W
R

C
-0

7
1
0
/
2
2
-
1
1
/
1
6

(ｼ
ﾞｭ
ﾈ
ｰ
ﾌ
ﾞ)

C
P
M
-
2

W
P
-
S
C
2

国
内
対
応

2
/
3 W
R
C
関
係

機
関
連
絡
会

１
月

W
R
C
関
係

機
関
連
絡
会

必
要

に
応

じ
て
適

宜
、
開

催

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

▲
▲

1
2
/
4-
8

S
C▲

20
07

年
(平

成
19

年
)

20
05

年
(平

成
17

年
)

20
06

年
(平

成
18

年
）

分
科
会

1
月

8
-
1
2
日

A
P
G
2
0
0
7
-
4

(バ
ン
コ
ク
）

W
R
C
関
係

機
関
連
絡

会

１
０
月

▲

▲

▲

1
1
月

IT
U
理
事
会

7
/
1
2-
2
2

ｼ
ﾞｭ
ﾈ
ｰ
ﾌ
ﾞ

IT
U
理
事
会

IT
U
理
事
会

R
A-

07
**

分
科
会

分
科
会

W
R
C
関
係
機
関

連
絡
会

４
月

頃 ▲

▲
６
月

頃

分
科
会

1
0
月

10
/1

5-
19

(ｼ
ﾞｭ
ﾈ
ｰ
ﾌ
ﾞ)

全
権

*
1
1
/
6-
2
4

ﾄﾙ
ｺ
・
ｱ
ﾝ
ﾀ
ﾘ
ｱ

4
/
1
9-
2
8

ｼ
ﾞｭ
ﾈ
ｰ
ﾌ
ﾞ

1
1
月

9
/
1
5

S
G
等

に
お
け
る
検

討
に
反

映

パ
ブ
コ
メ

（
場

所
・
日

程
未

定
）

*全
権
：
全
権
委
員

会
議

**
R

A-
07

：2
00

7年
無
線
通
信
総
会

技
術
的
検

討
（
IT

U
-R

 各
S

G
：
C

P
M

テ
キ
ス
ト
案

の
作

成
）

C
P

M
テ
キ
ス
ト
案

C
PM

テ
キ
ス
ト
案

C
P

M
レ
ポ
ー
ト

APT共同提案等

APT共
同提案等

規
則

・
手

続
き
検

討
(IT

U
-R

S
C
）

S
G
等

に
お
け
る
検

討
に
反

映
各

SG
に
よ
る

作
業

完
了

パ
ブ
コ
メ

▲
９
月

頃

８
－

９
月

頃
▲

分
科
会

日 本 提 案 ・会 合 へ の 対 処
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航
空

用
テ
レ
メ
ト
リ
等

へ
の

周
波

数
追

加
分

配
（
議

題
航

空
用

テ
レ
メ
ト
リ
等

へ
の

周
波

数
追

加
分

配
（
議

題
1.

5
1.

5 ,
1.

6
,1

.6
））

①
航

空
用

テ
レ
コ
マ
ン
ド
及

び
高

ビ
ッ
ト
レ
ー
ト
航

空
用

テ
レ
メ
ト
リ
用

周
波

数
の

追
加

分
配

（
議

題
1.

5）
②

航
空

移
動

（
R
）
業

務
の

た
め
の

周
波

数
追

加
分

配
及

び
民

間
航

空
通

信
シ
ス
テ
ム
近

代
化

の
た
め
の

衛
星

へ
の

周
波

数
分

配
（
議

題
1.

6） テ
レ
メ
ト
リ
信

号

中
継

機
テ
レ
メ
ト
リ
信

号

テ
レ
メ
ト
リ
信

号

受
信
局

テ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

分
析

サ
イ
ト

テ
レ
コ
マ
ン
ド
信

号

帯
域
幅
拡
大
の
要
請

観
測

デ
ー

タ
の

高
度

化
及

び
多

様
化

（
映

像
デ

ー
タ
の

追
加
等
）

空
港

管
制

空
港
無

線
LA

N
（
空

港
に
お
け
る
航

空
機

と
航

空
会

社
等

と
の

間
の

デ
ー
タ
通

信
シ
ス
テ
ム
）

無
線
電

話
（
無
線

に
よ
る
音
声

通
信
シ
ス
テ
ム
）

管
制

支
援
シ
ス
テ
ム

（
現

行
の
管

制
シ
ス
テ
ム
の
支

援
の
た
め

の
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
）

航
空
会

社
運

航
管

理
所

空
港

周
辺

の
様

々
な
航

空
移

動
通

信
シ
ス
テ
ム
に
利

用
可

能

【
議
題

1.
5】

【
議
題

1.
6】

○
候
補
５
帯
域

（
4
4
0
0
-
4
9
4
0
M
H
z、

5
0
3
0
-
5
0
9
1
M
H
z、

50
9
1
-
5
1
5
0
M
H
z
、
5
1
5
0
-
5
2
5
0
M
H
z、

5
9
2
5
-
6
7
0
0
M
H
z）
の

う
ち
、

A
P
T
（
含
む
日
本
）
は
5
0
3
0
-
5
0
9
1
M
H
z（

現
行

使
用

中
の

M
L
S
帯

)に
反
対
の
立
場
か
ら
、
M
L
S
と
の
共
用
困
難
と
提

案
。
審
議
の
結
果
、
こ
の
M
L
S
帯
を
避
け
る
べ
き
と
の
記
述
が
記
載
さ
れ
た
。
（
議
題
1
.5
）

○
航
空
移
動
業
務
へ
の
追
加
分
配
に
つ
い
て
は
、
A
P
T
（
含
む
日
本
）
及
び
IC
A
O
か
ら
の
提
案
に
基
づ
き
、
従
来

挙
げ
ら
れ
て
い
た
候
補
帯
８
帯
域
の
う
ち
、
5
0
3
0
-
5
0
9
1
M
H
z帯

を
分
配
候
補
か
ら
削
除
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
議

題
1.

6）
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(M
H

z)
(国

名
)

44
00

-4
94

0
50

30
-5

09
1

50
91

-5
15

0
51

50
-5

25
0

59
25

-6
70

0
日
本

×
×

○
×

×

米
○

○
○

×
○

仏
○

○
○

○
×

－
×

ＩＣ
Ａ
Ｏ

○
×

－

固
定

移
動

固
定

衛
星

（
↑
）

固
定

固
定
衛
星

（
↑
）

（
6G

H
z帯

電
気
通
信
業

務
固

定
無

線
シ
ス
テ

ム
）

固
定

移
動

固
定

衛
星

（
↑
）

移
動

無
線
標

定 ア
マ

チ
ュ
ア

固
定
衛
星

（
↑
）

移
動
（
航

空
移
動
を

除
く
）

航
空
無

線
航
行

固
定
衛

星
（
↑
）

航
空

無
線

航
行

無
線

航
行

衛
星

（
↑
）

航
空

無
線

航
行

無
線

航
行

衛
星

（
↓
）

（
⇔
）

固
定

移
動

（
5G

H
z帯

電
気

通
信
業
務

固
定

無
線

シ
ス
テ
ム

等
）

航
空
無
線

航
行

地
球
探
査

衛
星
（
受

動
）

宇
宙
研
究

（
受
動
）

注
：
下
線

は
二
次

分
配

議
題

1.
5

固
定

移
動

固
定
衛
星
（
↓
）

（
5G

H
z帯

電
気

通
信

業
務
固
定

無
線

シ
ス
テ

ム
等

）

固
定

移
動

電
波
天
文

（
5G

H
z帯

電
気

通
信

業
務

固
定

無
線

シ
ス
テ
ム
等

）

航
空

無
線

航
行

固
定
衛
星
（
↑
）

（
6G

H
z帯

公
共

・
一

般
業

務
（
中

継
系

・
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
）
）

C
PM

テ
キ
ス
ト
案

に
掲

載
さ
れ

た
帯

域

42
00

(M
H

z)
44

00
   

   
   

  4
50

0
48

00
   

   
  4

94
0 

 5
00

0 
50

10
  5

03
0 

   
 5

09
1 

   
 5

15
0 

   
   

52
50

   
   

   
57

70
   

 5
85

0 
  5

92
5 

   
   

   
 6

42
5 

  6
57

0 
   

  6
70

0 
  6

87
0 

（
各
国
の
立
場
は
今
後
変
わ
り
得
る
）

航
空

用
テ
レ
メ
ト
リ
の

た
め
の

周
波

数
追

加
分

配
○

：
支

持
×

：
支

持
し
な
い

議
題

1.
6

航
空

移
動

（
R
）
業

務
の

た
め
の

周
波

数
追

加
分

配

(M
H

z)
(国

名
)

10
8－

11
6

11
2(

11
6)

-1
17

.9
75

96
0-

10
24

50
00

-5
01

0
50

10
-5

03
0

× ×

○

× ×

○

△
△ －

仏
×

－ ×

○
○

○
○

○
×

○

○

日
本

○
△

×
○

米
○

－
×

○

○

10
24

-1
16

4
50

30
-5

09
1

50
91

-5
15

0

ＩＣ
Ａ
Ｏ

○
×

○

IM
Tの

候
補

周
波

数
（
44

00
-4

90
0M

H
z）

我
が
国
の
周
波
数
の
使
用
状
況
（
42

00
-6

87
0M

H
z帯

）

放
送

航 空 移 動 （
R
）

航
空
無
線

航
行

移 動
固 定

航
空

無
線

航
行

無
線

航
行

衛
星

（
↑
）

（
⇔
）

固
定

移
動

電
波

天
文

固
定
衛

星
（
↑
）

移
動

（
航
空

移
動
を

除
く
）

航
空
無
線
航
行

固
定
衛
星
（
↑
）

航
空
無

線
航
行

無
線
航

行
衛
星

（
↑
）

航
空
無

線
航
行

無
線
航

行
衛
星

（
↓
）

（
⇔
）

航
空
無
線
航
行

（
5G

H
z帯

無
線

ア
ク
セ
ス
ス

テ
ム
：

20
07

年
11

月
ま
で
、
無

線
LA

N
で
暫
定
使

用
）

(M
H

z)
11

2
90

10
8

11
7.

97
5 

   
   

   
  9

58
96

0 
   

   
   

   
  1

02
4

11
64

   
   

   
   

   
   

  5
00

0 
   

 5
01

0 
   

 5
03

0 
  

50
91

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 5

15
0

52
50

航
空
無
線
航
行

（
D

M
E
・
TA

C
A

N
）

我
が
国
の
周
波
数
の
使
用
状
況
（
90

-5
25

0M
H

z帯
）
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短
波

帯
の

分
配

の
見

直
し

短
波

帯
の

分
配

の
見

直
し
（（
W

R
C

W
R

C
-- 0

707
議

題
議

題
1.1.

1313
））

短
波

放
送

の
周

波
数

の
逼

迫
、
中

・
短

波
帯

へ
の

適
応

制
御

技
術

の
導

入
、
海

上
移

動
業

務
へ

の
デ
ジ
タ
ル

技
術

導
入

を
考

慮
し
、

4-
10

M
H

zま
で
の

短
波

帯
に
お
け
る
全

て
の

無
線

通
信

業
務

に
対

す
る
周

波
数

分
配

を
見

直
す
も
の

支
持

支
持

日
本

日
本

（
た
だ
し
、
モ
ー
ル

ス
の

運
用

維
持

が
前

提
）
、
米

、
露

、
欧

州
、
韓

国

反
対

反
対

な
し

海
上
移
動
業
務
へ
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入

海
上
移
動
業
務
へ
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入

（
モ
ー
ル
ス
へ
の
割
当
削
除
）

（
モ
ー
ル
ス
へ
の
割
当
削
除
）

支
持

支
持

欧
州
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
放
送
連
合
（
AB

U
）

支
持

支
持

欧
州
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
合
（
ＩＡ
Ｒ
Ｕ
）

短
波
放
送
へ
の
追
加
分
配

短
波
放
送
へ
の
追
加
分
配

反
対

日
本

日
本

、、
米

、
ア
ラ
ブ
、
露

、
韓

国

44 --
10

M
H

z
10

M
H

z 帯
の
業
務
の
見
直
し

帯
の
業
務
の
見
直
し

（
ア
マ
チ
ュ
ア
業
務
へ
の
追
加
分
配
）

（
ア
マ
チ
ュ
ア
業
務
へ
の
追
加
分
配
）

反
対

反
対

日
本

日
本

、、
米

、
ア
ラ
ブ
、
露

、
韓

国

○
な
し

9.
3M

H
z,

 9
.9

M
H

z

×
あ
り

4.
5M

H
z,

 5
.8

M
H

z,
 7

.5
M

H
z

評
価

国
内
既
存
業
務

候
補
帯
域

短
波

放
送

へ
の

追
加

分
配

×
あ
り

7.
2M

H
z

×
あ
り

5.
3M

H
z

評
価

国
内
既
存
業
務

候
補
帯
域

ア
マ
チ
ュ
ア
業

務
へ

の
追

加
分

配

○
既

存
業

務
（
固

定
・
移

動
・
短

波
放

送
）
保
護
の
観
点
か
ら
、
我
が
国
が
提
案
し
た

・
5.

3M
H

z帯
の
ア
マ
チ
ュ
ア
業
務
の
二
次
分
配

・
7.

2M
H

z帯
の
ア
マ
チ
ュ
ア
業
務
の
一
次
分
配

・
上
記
周
波
数
帯
の
放
送
（
短
波
）
業
務
の
一
次
分
配

に
反
対
す
る
旨
の
修
正
提
案
は
、
米
・
露
等
と
の
議
論
の
結
果
、
一
部
修
正
の
上
反
映
さ
れ
た
。

ま
た
、
我
が
国
が
支
持
す
る
、
追
加
分
配
不
要
の
選
択
肢
は
維
持
さ
れ
た
。

○
米
州
、
露
、
ア
ラ
ブ
は
我
が
国
と
同
様
に
、
放
送
及
び
ア
マ
チ
ュ
ア
の
分
配
に
全
面
的
に
反
対
で
あ
り
、

今
後
こ
れ
ら
の
関
係
国
と
協
調
し
て
対
処
す
る
予
定
。
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1
9
8
1

S
IC

A
S
P

: 
S
S
R

 I
m

pr
o
ve

m
e
n
ts

 a
n
d 

C
o
lli

si
o
n
 A

vo
id

an
c
e
 S

ys
te

m
s 

P
an

e
l 
設

置

②
IC

A
O

標
準

化
と

改
定

の
動

向
【
S
S
R

モ
ー

ド
S
信

号
関

連
】

1
9
9
5

IC
A

O
 A

N
N

E
X
 1

0
 V

o
lu

m
e
-
IV

 (
A

C
A

S
) 

F
ir
st

 e
di

ti
o
n

A
C

A
S
に

関
す

る
最

初
の

正
式

版
IC

A
O

規
格

（
米

国
T
C

A
S
よ

り
改

良
さ

れ
た

物
）

こ
の

間
に

暫
定

規
格

（
In

te
ri
m

 S
A

R
P

s）
な

ど
を

制
定

し
A

C
A

S
運

用
評

価
米

国
の

T
C

A
S
（
米

国
規

格
A

C
A

S
）
搭

載
義

務
化

と
各

国
の

暫
定

版
A

C
A

S
ー

II 
（
T
C

A
S
-
II 

v6
.0

4
a）

導
入

開
始

1
9
9
7

S
IC

A
S
P

第
6
回

会
議

に
て

A
N

N
E
X
1
0
改

定
の

勧
告

1
9
8
8
（
昭

和
6
3
年

）
航

空
無

線
通

信
委

員
会

S
S
R

モ
ー

ド
S
関

連
無

線
設

備
規

則
案

に
よ

り
モ

ー
ド

S
関

連
機

器
の

追
記

勧
告

2
0
0
0

S
IC

A
S
P

第
7
回

会
議

に
て

A
N

N
E
X
1
0
改

定
の

勧
告

1
9
8
7

IC
A

O
 A

N
N

E
X
 1

0
 V

o
lu

m
e
-
1
(S

S
R

) 
A

m
e
n
dm

e
n
t 

6
7

S
S
R

モ
ー

ド
S
と

モ
ー

ド
S
機

能
を

持
つ

A
T
C

ト
ラ

ン
ス

ポ
ン

ダ
に

関
す

る
最

初
の

規
格

A
C

A
S
用

信
号

も
含

め
信

号
形

式
等

と
基

本
的

な
プ

ロ
ト

コ
ル

や
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
を

規
定

2
0
0
4

S
C

R
S
P

第
1
回

会
議

に
て

A
N

N
E
X
1
0
改

定
の

勧
告

1
9
9
8

IC
A

O
 A

N
N

E
X
 1

0
 V

o
lu

m
e
-
IV

 A
m

e
n
dm

e
n
t 

7
3

V
o
lu

m
e
構

成
変

更
と

S
IC

A
S
P

6
改

定
勧

告
対

応
モ

ー
ド

S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
信

号
の

追
記

、
応

答
周

波
数

許
容

値
改

定
（
現

場
機

器
未

対
応

）
S
S
R

モ
ー

ド
S
局

識
別

符
号

を
拡

張
し

S
I符

号
を

追
加

な
ど

モ
ー

ド
S
プ

ロ
ト

コ
ル

と
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

改
良

A
C

A
S
干

渉
制

限
方

式
や

衝
突

回
避

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

を
改

定
モ

ー
ド

S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
を

使
用

す
る

A
C

A
S
複

合
監

視
方

式
追

記
（
機

器
実

現
方

法
は

検
討

中
）

2
0
0
7

IC
A

O
 A

N
N

E
X
 1

0
 V

o
lu

m
e
-
IV

 A
m

e
n
dm

e
n
t 

8
2

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
送

受
信

機
器

の
一

般
的

要
件

を
追

記
SS

R
モ

ー
ド

S初
期

捕
捉

プ
ロ

ト
コ

ル
等

と
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

改
良

を
追

記

2
0
0
2

IC
A

O
 A

N
N

E
X
 1

0
 V

o
lu

m
e
-
IV

 A
m

e
n
dm

e
n
t 

7
7

ト
ラ

ン
ス

ポ
ン

ダ
以

外
の

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
送

信
機

器
用

信
号

を
規

定
軍

用
の

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
信

号
を

規
定

A
C

A
S
干

渉
制

限
方

式
に

若
干

の
改

定
モ

ー
ド

S
プ

ロ
ト

コ
ル

と
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

改
良

と
誤

解
を

も
た

ら
す

表
記

の
改

善
IC

A
O

 A
N

N
EX

 1
0 

V
ol

um
e-

II
I A

m
en

dm
en

t 7
7

モ
ー

ド
S拡

張
ス

キ
ッ

タ
符

号
詳

細
を

記
載

（
暫

定
的

）

2
0
0
1
（
平

成
1
3
年

）
航

空
無

線
通

信
委

員
会

A
C

A
S
関

連
無

線
設

備
規

則
改

定
案

に
よ

り
関

連
機

器
記

載
事

項
の

改
定

勧
告

2
0
0
0
頃

IC
A

O
 A

C
A

S
相

当
の

T
C

A
S
-
II 

ve
rs

io
n
7
導

入
開

始

前
回

改
定

以
降

の
動

向
モ

ー
ド

Ｓ
拡

張
ス

キ
ッ

タ
信

号
仕

様
が

安
定

化
モ

ー
ド

Ｓ
拡

張
ス

キ
ッ

タ
送

受
信

機
器

具
体

化
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
や

プ
ロ

ト
コ

ル
は

頻
繁

に
改

善
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モ
ー

ド
Ｓ

拡
張

ス
キ

ッ
タ

に
よ

る
監

視
方

式
改

善

•
背

景
：

A
D

S
-
B

実
現

へ
の

要
望

–
管

制
官

の
み

な
ら

ず
パ

イ
ロ

ッ
ト

も
監

視
情

報
を

得
る

こ
と

で
航

空
機

運
用

の
安

全
性

と
効

率
が

向
上

で
き

る
–

衝
突

防
止

以
上

の
覆

域
で

航
空

機
が

相
互

に
位

置
を

監
視

す
る

た
め

の
信

号
発

生
量

急
増

（
表

参
照

）
–

維
持

管
理

作
業

が
困

難
な

遠
隔

地
に

も
安

価
で

容
易

に
設

置
で

き
る

地
上

監
視

機
器

が
必

要

•
モ

ー
ド

Ｓ
拡

張
ス

キ
ッ

タ
–

モ
ー

ド
Ｓ

ロ
ン

グ
応

答
信

号
と

同
じ

形
式

（
周

波
数

や
波

形
）
の

信
号

–
応

答
で

は
な

く
自

発
的

に
信

号
を

非
同

期
送

信
–

監
視

情
報

（
位

置
、

速
度

ベ
ク

ト
ル

、
識

別
符

号
、

経
路

の
意

図
な

ど
）
を

多
数

の
相

手
に

一
括

送
信

•
検

討
さ

れ
て

い
る

送
受

信
機

器
事

例
–

A
D

S
-
B

-
O

U
T
：

A
T
C

ト
ラ

ン
ス

ポ
ン

ダ
へ

の
機

能
追

加
し

、
被

監
視

側
で

あ
る

自
機

の
監

視
情

報
を

監
視

側
に

送
信

–
A

D
S
-
B

-
O

U
T
：

ス
キ

ッ
タ

B
o
x（

航
空

機
搭

載
、

車
載

）
な

ど
応

答
機

能
を

持
た

な
い

被
監

視
側

用
の

送
信

機
器

–
T
IS

-
B

-
O

U
T
：

T
IS

-
B

送
信

機
（
地

上
レ

ー
ダ

等
か

ら
得

ら
れ

る
監

視
情

報
送

信
サ

ー
ビ

ス
）

–
A

D
S
-
B

/
T
IS

-
B

-
IN

：
機

上
監

視
応

用
受

信
機

器
で

A
S
A

S
（
A

ir
bo

rn
e
 S

e
pa

ra
ti
o
n
 A

ss
is

ta
n
c
e
 S

ys
te

m
）
等

の
情

報
源

–
A

D
S
-
B

-
IN

：
航

空
管

制
用

な
ど

地
上

に
設

置
さ

れ
る

A
D

S
-
B

受
信

機
–

マ
ル

チ
ラ

テ
レ

ー
シ

ョ
ン

受
信

機
：

測
定

対
象

信
号

と
し

て
航

空
機

の
位

置
測

定
に

使
用

–
A

C
A

S
：

将
来

の
複

合
監

視
方

式
の

初
期

捕
捉

と
受

動
監

視
に

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
信

号
を

使
用

–
軍

用
：

軍
用

T
C

A
S
を

活
用

し
た

編
隊

維
持

装
置

な
ど

に
使

用
見

込

•
メ

リ
ッ

ト
：

既
存

の
A

T
C

ト
ラ

ン
ス

ポ
ン

ダ
等

に
若

干
の

改
造

を
す

る
の

み
で

A
D

S
-
B

を
実

現
可

能

通
信

方
式

情
報

更
新

あ
た

り
信

号
数

N
機

の
相

互
監

視
の

信
号

発
生

数
監

視
の

信
頼

性
使

用
例

モ
ー

ド
S
質

問
応

答
イ

ン
タ

ロ
ゲ

ー
タ

数
×

ト
ラ

ン
ス

ポ
ン

ダ
数

×

（
１

＋
再

質
問

率
）

（
N

-
1
)

×
N

×
（
１

＋
再

質
問

率
）

：
覆

域
と

と
も

に
急

増

再
質

問
に

よ
り

高
確

率
の

更
新

独
立

測
距

に
よ

る
高

信
頼

性

A
C

A
S

S
S
R

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
移

動
体

数
N

混
信

で
更

新
減

少
：
実

用
レ

ベ
ル

情
報

の
信

頼
性

は
送

信
者

依
存

A
D

S
-
B

T
IS

-
B

A
D

S
-
B

：
A

u
to

m
at

ic
 D

e
pe

n
de

n
t 

S
u
rv

e
ill

an
c
e
 –

B
ro

ad
c
as

t
被

監
視

側
が

監
視

情
報

を
放

送
し

相
互

に
受

信
す

る
監

視
方

式
T
IS

-
B

：
T
ra

ff
ic

 I
n
fo

rm
at

io
n
 S

e
rv

ic
e
 –

B
ro

ad
c
as

t
地

上
の

レ
ー

ダ
等

が
得

た
監

視
情

報
を

放
送

す
る

監
視

方
式
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③
Ａ

Ｄ
Ｓ

－
Ｂ

を
巡

る
主

要
国

の
動

向

1.
米

国
(F

A
A

)の
動

向
A

D
S

-B
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
2つ

の
セ

グ
メ

ン
ト

に
分

け
実

施
中

（
別

紙
参

照
）

ア
ラ

ス
カ

な
ど

複
数

の
地

域
で

評
価

を
実

施
A

D
S

-B
ou

t義
務

化
の

ル
ー

ル
（
最

終
版

）
を

20
09

/1
1に

発
行

予
定

2.
欧

州
(E

U
R

O
C

O
N

TR
O

L)
の

動
向

A
D

S
-B

 検
証

に
関

す
る

活
動

を
実

施
中

（
C

R
IS

TA
Lプ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

ノ
ン

レ
ー

ダ
ー

空
域

で
の

A
D

S
-B

ト
ラ

イ
ア

ル
に

11
の

航
空

会
社

が
参

加
20

08
よ

り
ノ

ン
レ

ー
ダ

ー
空

域
で

の
A

D
S

-B
監

視
を

実
施

予
定

（
別

紙
参

照
）

3.
ア

ジ
ア

・
太

平
洋

地
域

の
動

向
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

の
30

,0
00

FT
以

上
の

空
域

で
A

D
S

-B
監

視
を

運
用

中

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

で
ト

ラ
イ

ア
ル

実
施

中
（
ノ

ン
レ

ー
ダ

ー
空

域
）

米
国

に
お

け
る

セ
グ

メ
ン

ト
1
時

の
A

D
S
-
B

サ
ー

ビ
ス

域

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
の

A
D

S
-B

運
用

空
域
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項
目

期
日

・
業

者
選

定
の

た
め

の
情

報
提

供
要

請
の

発
行

2
0
0
6
/
1
1

・
合

同
リ

ソ
ー

ス
評

議
会

に
よ

る
セ

グ
メ

ン
ト

２
の

投
資

決
定

2
0
0
7
/
2

・
提

案
要

請
の

発
行

2
0
0
7
/
3

・
契

約
締

結
2
0
0
7
/
7

・
義

務
化

ル
ー

ル
作

り
に

関
す

る
告

示
2
0
0
7
/
9

・
重

要
な

サ
イ

ト
で

の
初

期
運

用
性

能
：
放

送
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

2
0
0
8
/
7

・
放

送
サ

ー
ビ

ス
の

運
用

開
始

決
定

2
0
0
8
/
1
1

・
メ

キ
シ

コ
湾

：
通

信
と

気
象

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
2
0
0
9
/
9

・
ル

イ
ビ

ル
:監

視
と

放
送

サ
ー

ビ
ス

提
供

2
0
0
9
/
1
0

・
義

務
化

の
ル

ー
ル

（
最

終
版

）
発

行
2
0
0
9
/
1
1

・
メ

キ
シ

コ
湾

：
監

視
と

放
送

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
2
0
0
9
/
1
2

・
フ

ィ
ラ

デ
ル

フ
ィ

ア
：
監

視
と

放
送

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
2
0
1
0
/
2

・
ジ

ュ
ノ

ー
:監

視
と

放
送

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
2
0
1
0
/
4

・
A

D
S
-
B

に
関

す
る

監
視

、
放

送
サ

ー
ビ

ス
の

運
用

開
始

決
定

2
0
1
0
/
9

【
参

考
】

Ｆ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｄ
Ｓ

－
Ｂ

セ
グ

メ
ン

ト
１

（
２

０
０

６
－

２
０

１
０

）
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＜
イ

ン
プ

リ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

＞
期

日

・
初

期
空

対
空

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
展

開
の

継
続

F
Y
2
0
1
0
-
F
Y
2
0
1
4

・
空

対
空

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
展

開
の

追
加

F
Y
2
0
1
0
-
F
Y
2
0
1
4

・
空

対
空

に
対

す
る

要
求

定
義

の
追

加
F
Y
2
0
1
0
-
F
Y
2
0
1
4

・
T
IS

-
B

/
F
IS

-
B

展
開

の
継

続
と

完
了

F
Y
2
0
0
9
-
F
Y
2
0
1
2

・
A

D
S
－

B
の

N
A

S
全

域
の

イ
ン

フ
ラ

展
開

の
継

続
と

完
了

F
Y
2
0
1
0
-
F
Y
2
0
1
3

・
ア

ビ
オ

ニ
ク

ス
搭

載
率

：
２

６
％

F
Y
2
0
1
4
 

＜
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

＞

・
既

存
の

監
視

シ
ス

テ
ム

の
縮

退
の

目
標

F
Y
2
0
1
6
-
F
Y
2
0
2
0

・
ア

ビ
オ

ニ
ク

ス
搭

載
率

：
１

０
０

％
F
Y
2
0
2
0

・
目

標
と

す
る

既
存

の
監

視
シ

ス
テ

ム
の

縮
退

完
了

F
Y
2
0
2
3

・
目

標
と

す
る

T
IS

－
B

の
縮

退
完

了
F
Y
2
0
2
5

【
参

考
】

Ｆ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｄ
Ｓ

－
Ｂ

セ
グ

メ
ン

ト
２

以
降

（
２

０
０

９
－

２
０

１
４

）
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【
参

考
】

E
U

R
O

C
O

N
TR

O
L 

C
A

S
C

A
D

E
プ

ロ
グ

ラ
ム

Ａ
Ｄ

Ｓ
－

Ｂ
整

備
計

画

出
典

：
A

D
S
-
B

 I
m

pl
e
m

e
n
ta

ti
o
n
 P

o
lic

y 
fo

r 
E
u
ro

pe
0
1
 N

o
ve

m
be

r 
2
0
0
6
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④
S
S
R

信
号

関
連

国
内

動
向

【
S
S
R

モ
ー

ド
S
信

号
関

連
国

内
調

査
研

究
等

】

1
9
9
1

米
国

の
T
C

A
S
（
米

国
規

格
A

C
A

S
）
搭

載
義

務
化

と
暫

定
版

A
C

A
S
ー

II 
（
T
C

A
S
-
II 

v6
.0

4
a）

国
内

導
入

開
始

1
9
8
8
（
昭

和
6
3
年

）
航

空
無

線
通

信
委

員
会

S
S
R

モ
ー

ド
S
関

連
無

線
設

備
規

則
案

に
よ

り
モ

ー
ド

S
関

連
機

器
の

追
記

勧
告

1
9
8
7

IC
A

O
 A

N
N

E
X
 1

0
 V

o
lu

m
e
-
1
(S

S
R

) 
A

m
e
n
dm

e
n
t 

6
7

S
S
R

モ
ー

ド
S
と

モ
ー

ド
S
機

能
を

持
つ

A
T
C

ト
ラ

ン
ス

ポ
ン

ダ
に

関
す

る
初

の
規

格
A

C
A

S
用

信
号

も
含

め
信

号
形

式
等

と
基

本
的

な
プ

ロ
ト

コ
ル

や
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
を

規
定

1
9
9
8

IC
A

O
 A

N
N

E
X
 1

0
 V

o
lu

m
e
-
IV

 A
m

e
n
dm

e
n
t 

7
3

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
信

号
の

追
記

、
応

答
周

波
数

許
容

値
改

定
（
現

場
機

器
未

対
応

）

2
0
0
7

IC
A

O
 A

N
N

E
X
 1

0
 V

o
lu

m
e
-
IV

 A
m

e
n
dm

e
n
t 

8
2

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
送

受
信

機
器

の
一

般
的

要
件

を
追

記

2
0
0
2

IC
A

O
 A

N
N

E
X
 1

0
 V

o
lu

m
e
-
IV

 A
m

e
n
dm

e
n
t 

7
7

ト
ラ

ン
ス

ポ
ン

ダ
以

外
の

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
送

信
機

器
用

信
号

を
規

定
軍

用
の

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
信

号
を

規
定

IC
A

O
 A

N
N

EX
 1

0 
V

ol
um

e-
II

I A
m

en
dm

en
t 7

7
モ

ー
ド

S拡
張

ス
キ

ッ
タ

符
号

詳
細

を
記

載
（
暫

定
的

）

2
0
0
1
（
平

成
1
3
年

）
航

空
無

線
通

信
委

員
会

A
C

A
S
関

連
無

線
設

備
規

則
改

定
案

に
よ

り
関

連
機

器
記

載
事

項
の

改
定

勧
告

前
回

改
定

以
降

の
動

向
モ

ー
ド

Ｓ
拡

張
ス

キ
ッ

タ
信

号
実

用
化

に
向

け
た

研
究

進
捗

モ
ー

ド
Ｓ

拡
張

ス
キ

ッ
タ

送
信

機
器

搭
載

機
B

7
8
7
導

入
決

定
S
S
R

モ
ー

ド
S
の

実
用

化
と

導
入

運
用

2
0
0
2

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
を

用
い

る
航

空
機

監
視

飛
行

実
験

の
開

始
（
E
N

R
I)

2
0
0
3

S
S
R

モ
ー

ド
S
導

入
設

置
の

開
始

（
航

空
局

）
2
0
0
5

平
成

1
6
年

度
次

世
代

監
視

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
に

か
か

る
国

際
動

向
等

調
査

報
告

書
（
航

空
局

）
2
0
0
6

平
成

1
7
年

度
放

送
型

デ
ー

タ
リ

ン
ク

に
か

か
る

国
際

動
向

等
調

査
報

告
書

（
航

空
局

）

2
0
0
8
以

降
モ

ー
ド

S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
送

信
機

能
を

持
つ

航
空

機
導

入
見

込

1
9
9
2

モ
ー

ド
S
ス

キ
ッ

タ
を

用
い

る
モ

ー
ド

S
ア

ド
レ

ス
監

視
開

始
(E

N
R

I)
：

A
C

A
S
と

と
も

に
多

数
の

モ
ー

ド
S
ト

ラ
ン

ス
ポ

ン
ダ

導
入

運
用

1
9
9
6

1
0
9
0
M

H
z信

号
環

境
測

定
と

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
通

信
性

能
を

東
京

空
域

の
環

境
で

予
測

（
E
N

R
Iよ

り
IC

A
O

/
S
IC

A
S
P

/
W

G
に

発
表

）
1
9
9
8

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
干

渉
分

析
に

よ
る

無
害

の
証

明
（
E
N

R
Iよ

り
電

子
情

報
通

信
学

会
に

発
表

）

1
9
9
9

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
実

験
局

開
設

と
飛

行
実

験
に

よ
る

概
念

検
証

（
E
N

R
I)

1
9
9
9

1
0
3
0
M

H
z信

号
環

境
測

定
飛

行
実

験
の

開
始

（
E
N

R
I)

2
0
0
0

A
S
A

S
（
A

ir
bo

rn
e
 S

e
pa

ra
ti
o
n
 A

ss
is

ta
n
c
e
 S

ys
te

m
）
要

件
調

査
の

開
始

（
E
N

R
I)

2
0
0
1

放
送

型
デ

ー
タ

リ
ン

ク
に

よ
る

航
空

機
監

視
の

研
究

に
て

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
を

採
用

し
研

究
開

始
（
E
N

R
I)

2
0
0
1

IC
A

O
規

格
A

C
A

S
（
T
C

A
S
-
II 

ve
r.
7
）
国

内
導

入
運

用
開

始
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S
S
R

信
号

関
連

国
内

動
向

•
国

内
動

向
に

影
響

す
る

背
景

–
安

全
で

よ
り

経
済

効
率

が
高

い
航

空
無

線
設

備
導

入
へ

の
期

待
–

S
S
R

モ
ー

ド
S
や

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
信

号
の

国
際

規
格

安
定

の
一

方
で

応
用

方
式

開
発

に
応

じ
て

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

等
を

改
訂

中
–

イ
ン

フ
ラ

が
偏

在
す

る
豪

米
瑞

な
ど

一
部

先
進

諸
国

へ
の

A
D

S
-
B

導
入

方
針

：
レ

ー
ダ

運
用

困
難

な
空

域
で

の
レ

ー
ダ

代
用

品
–

A
D

S
-
B

実
現

の
た

め
に

は
航

空
機

側
の

A
D

S
-
B

送
信

機
能

（
A

D
S
-
B

-
O

U
T
）
が

必
須

の
た

め
の

搭
載

義
務

化
–

イ
ン

フ
ラ

が
比

較
的

均
一

な
日

仏
独

な
ど

の
諸

国
は

S
S
R

モ
ー

ド
S
と

A
D

S
-
B

を
比

較
検

討
中

：
経

済
的

に
適

な
導

入
日

程
等

–
欧

州
の

S
S
R

モ
ー

ド
S
導

入
と

モ
ー

ド
S
ト

ラ
ン

ス
ポ

ン
ダ

搭
載

機
能

義
務

化
（
2
0
0
7
年

3
月

）
に

よ
る

搭
載

品
モ

ー
ド

S
化

の
圧

力
–

航
空

局
に

よ
り

航
空

無
線

施
設

の
改

良
に

関
す

る
中

長
期

計
画

の
検

討
–

B
7
8
7
等

有
力

機
種

の
搭

載
品

オ
プ

シ
ョ

ン
系

列
の

単
純

化
と

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
送

信
機

能
搭

載
の

標
準

化

•
動

向
に

影
響

す
る

モ
ー

ド
Ｓ

拡
張

ス
キ

ッ
タ

の
技

術
的

特
徴

–
既

存
の

搭
載

品
へ

の
若

干
の

改
造

で
A

D
S
-
B

-
O

U
T
を

実
現

可
能

：
他

方
式

と
比

較
し

て
経

済
的

優
位

性
–

地
上

局
は

固
定

無
指

向
性

ア
ン

テ
ナ

、
受

信
機

、
通

信
回

線
等

で
実

現
：

設
置

維
持

管
理

が
容

易
で

安
価

–
極

端
に

劣
悪

な
信

号
環

境
で

な
い

限
り

十
分

な
信

号
受

信
性

能
を

発
揮

：
今

後
数

十
年

間
使

用
可

能
な

方
式

–
マ

ル
チ

ラ
テ

レ
ー

シ
ョ

ン
（
空

港
面

ま
た

は
広

域
）
や

A
C

A
S
複

合
監

視
な

ど
も

対
応

：
従

来
型

ス
キ

ッ
タ

使
用

機
器

も
対

応
可

能

•
今

後
の

国
内

動
向

予
測

–
一

部
諸

国
の

搭
載

義
務

化
と

機
体

オ
プ

シ
ョ

ン
限

定
等

に
よ

る
モ

ー
ド

S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
送

信
機

能
を

持
つ

機
体

の
増

加
–

航
空

局
に

よ
る

S
S
R

モ
ー

ド
S
導

入
継

続
と

モ
ー

ド
S
拡

張
ス

キ
ッ

タ
を

用
い

る
A

D
S
-
B

等
新

技
術

導
入

へ
の

切
替

時
期

の
検

討
継

続
–

東
京

国
際

空
港

（
羽

田
）
へ

の
マ

ル
チ

ラ
テ

レ
ー

シ
ョ

ン
監

視
機

器
導

入
な

ど
モ

ー
ド

S
信

号
を

活
用

す
る

機
器

の
導

入
促

進
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⑤
Ｖ
Ｈ
Ｆ
帯

無
線

電
話

の
ナ
ロ
ー
化

の
動

向

国
土

交
通
省
航
空
局
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１
．
各
国
の
８
．
３
３
ｋ
Ｈ
ｚ
間
隔
導
入
動
向
に
つ
い
て

１
）
米
国

現
状
、
周
波
数
資
源
は
２
５
ｋ
Ｈ
ｚ
間
隔
で
逼
迫
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
の
で
８
．
３
３
ｋ
Ｈ
ｚ

間
隔
へ
移
行
し
て
い
な
い
。
将
来
、
デ
ー
タ
リ
ン
ク
等
の
関
係
で
音
声
の
帯
域
を
細
分
化

す
る
必
要
が
で
て
く
れ
ば
、
８
．
３
３
ｋ
Ｈ
ｚ
間
隔
へ
移
行
の
可
能
性
は
排
除
し
な
い
。

２
）
欧
州

欧
州
は
周
波
数
不
足
で
、
１
９
９
９
年
１
０
月
よ
り
、
８
．
３
３
ｋ
Ｈ
ｚ
の
実
施
が
開
始
さ
れ
た
。

（
一
部
の
国
で
Ｆ
Ｌ
１
９
５
以
上
、
そ
の
他
ＩＣ

Ａ
Ｏ
欧
州
地
域
で
Ｆ
Ｌ
２
４
５
以
上
）

さ
ら
に
、
２
０
０
７
年
３
月
１
５
日
よ
り
、
ＩＣ

Ａ
Ｏ
欧
州
地
域
で
は
Ｆ
Ｌ
１
９
５
以
上
で
８
．
３
３
ｋ
Ｈ
ｚ
が

義
務
化
さ
れ
た
。
欧
州
は
、
Ｆ
Ｌ
１
９
５
以
下
で
の
８
．
３
３
ｋ
Ｈ
ｚ
の
実
施
計
画
を
現
在
、

展
開
し
て
い
る
。
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１
）
日
本
の
セ
ク
タ
ー
数

日
本
は
現
在
３
９
セ
ク
タ
ー
あ
り
、
関
東
空
域
再
編
に
よ
る
中
間
セ
ク
タ
ー
の
６
セ
ク
タ
ー
増

を
実
施
し
た
場
合
、
４
５
セ
ク
タ
ー
と
な
る
。

２
）
欧
州
の
セ
ク
タ
ー
数

欧
州
は
２
０
１
０
年
以
降
、
Ｆ
Ｌ
１
９
５
以
上
で
３
４
セ
ク
タ
ー
、
Ｆ
Ｌ
１
９
５
以
下
で
は
１
０
１
～

１
５
２
セ
ク
タ
ー
計
画
し
て
い
る
。
合
計
す
る
と
１
３
５
～
１
８
６
セ
ク
タ
ー
に
の

ぼ
り
、

欧
州
は
日
本
と
比
べ
セ
ク
タ
ー
だ
け
を
見
て
も
、
３
倍
か
ら
５
倍
の
周
波
数
資
源
を
必
要
と

す
る
。

２
．
欧
州
と
日
本
の
セ
ク
タ
ー
比
較
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１
）
本

邦
機

搭
載

率
本

邦
航

空
機

の
搭

載
率

は
、
欧

州
８
．
３
３
ｋ
Ｈ
ｚ
対

応
の

２
割

弱
程

度
、
５
年

後
も

３
割

弱
程

度
の

予
定

（
Ｈ
１
９
．
３
時

点
）
。

２
）
航

空
機

材
毎

の
対

応
航

空
機

対
応

機
材

に
つ
い
て
、
Ｂ
７
４
７
、
Ｂ
７
７
７
は

一
部

対
応

し
て
お
り
（
レ
ト
ロ

フ
ィ
ッ
ト
）
、
Ｂ
７
８
７
は

標
準

装
備

と
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
７
３
７
は

対
応

し
て
い
な
い
。

Ｂ
７
８
７
導

入
に
あ
わ

せ
て
搭

載
率

は
増

え
て
く
る
も
の

と
推

測
さ
れ

る
。

３
）
改

修
に
つ
い
て

改
修

に
は

膨
大

な
費

用
を
伴

う
。
そ
の

た
め
、
エ
ア
ラ
イ
ン
は

通
常

、
航

空
機

購
入

時
に
計

画
的

に
機

能
を
装

備
す
る
。
８
．
３
３
ｋ
Ｈ
ｚ
の

導
入

に
は

新
機

材
導

入
に
あ
わ

せ
る
等

、
柔

軟
な
計

画
策

定
が

必
要

と
考

え
ら
れ

る
。

３
．
本
邦
航
空
機
８
．
３
３
ｋ
Ｈ
ｚ
対
応
機
上
機
器
搭
載
状
況
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地
上

シ
ス
テ
ム
は

、
無

線
電

話
送

受
信

装
置

及
び
管

制
卓

で
構

成
さ
れ

る
。

１
）
無

線
電

話
送

受
信

装
置

今
年

度
か

ら
購

入
す
る
次

期
無

線
電

話
送

受
信

装
置

に
は

、
８
．
３
３
ｋ
Ｈ
ｚ
間

隔
へ

の
機

能
拡

張
性

が
あ
る
が

、
導

入
に
あ
た
っ
て
は

、
別

途
シ
ン
セ
サ

イ
ザ

、
フ
ィ
ル

タ
等

の
改

修
が

必
要

と
な
る
と
考

え
ら
れ

る
。

２
）
管
制
卓

小
数

点
を
含

め
て
、
半

角
8
文

字
分

の
表

示
機

能
し
か

な
い
た
め
、
管

制
卓

の
少

数
以

下
の

周
波

数
を
表

す
た
め
の

工
夫

又
は

改
修

が
必

要
と
さ
れ

る
と
考

え
ら
れ

る
。

４
．
地
上
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
側
の
対
応
状
況
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